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研究成果の概要（和文）：本研究では、社交不安障害検査を用いて吃音者の初診時における社交不安の状態を検
討した結果、軽症までを含めると非常に多くの吃音者が社交不安の問題を呈していることが明らかになった。ま
た吃音への訓練法として開発されたRASS（自然で無意識な発話への遡及的アプローチ；retrospective approach
 to spontaneous speech）が吃音者の持つ社交不安の問題にも有効なアプローチ法であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：In this study, which examined the state of social anxiety in stutterers at 
the time of first visit using the Social Anxiety Disorder Scale, we clarified that a large number of
 stutterers presented with social anxiety, including mild cases. We also suggested that the 
retrospective approach to spontaneous speech（RASS） developed as a training method for stuttering 
was effective in addressing social anxiety among stutterers.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
  社交不安障害では社会的状況を回避することが多くなり日常生活に大きな支障をきたすことになることから、
吃音児者が社交不安障害を伴っている際には、社交不安障害にも対応可能な訓練法を選択することが必須であ
る。現在、社交不安障害に対し効果的とされている訓練法としては認知行動療法があげられている。そして本研
究で、RASS（自然で無意識な発話への遡及的アプローチ；retrospective approach to spontaneous speech）が
吃音者の持つ社交不安の問題にも有効なアプローチ法であることを示したことで、社交不安の問題を呈する吃音
者への訓練法の選択肢を増やすことが出来たと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景  
  吃音の基本的特徴は「その人の年齢に不適切な、会話の流暢性と時間的構成の障害」であり、
「流暢性の障害は、学業的または職業的遂行能力、または対人的コミュニケーションを妨害して
いる」ことから、吃音児・者は、吃音によって個々の社会的な活動や参加が制限されている状態
にある。また吃音の発生に関しては、感情・情動系の問題が関連していることや吃音はストレス
や不安により症状が重症化することが知られている。 
これらのことは、特に重症化した吃音の背景要因や評価法、さらには訓練法を考える際に感
情・情動の問題を無視できないことを示している。そのような中で、感情・情動を含んだ包括的
な評価と訓練を一貫して実施している手技として、吃音質問紙と自然で無意識な発話への遡及
的アプローチ（Retroactive Approach to Spontaneous Speech以下 RASS と略す）が挙げられ
る。吃音質問紙は、自らの発話や場面に対する感情・情動といった包括的な評価を通じて問題点
を抽出することが可能となっている。しかし本研究の開始当初は、RASSを採る研究者や臨床家
は個別にその成果を１症例のみを対象とした報告で行っている状況にあったため、各症例の背
景要因に関して収集されている情報が異なることにより、同一基準での比較が難しく、どのよう
な場合に最も効果を発揮し、その限界や予後についての体系的な知見は得がたい状況にあった。 
 
２． 研究の目的  
  吃音は、幼児期の罹患率が約８%であり満５歳までにその 90%程度が発症する。発症から４     
年で 74%は自然治癒するとの報告はあるが、吃音が治癒しないまま成長すると話す場面を回
避するなどの吃音を隠す工夫を行うことで、社交不安障害が発症していく。社交不安障害と
は、社交的な集まりに参加することなどの行動に対して過剰な不安を感じる、またはそのよう
な状況を回避する障害を指している。また社交不安障害は、学業・職業・社交的な機能面で深
刻な障害をもたらし生活の質を低下させることから、吃音の臨床では社交不安の状態を把握
し対応することが必要である。 
そこで本研究では、複数の吃音者に社交不安障害検査（Social Anxiety Disorder Scale：以
下、SADSと略す）を実施し吃音者の社交不安の状態を把握するとともに、吃音者の持つ様々
な場面に対する「恐れ」についてもアプローチする RASS を実施し、RASS 実施前後での社
交不安の状態と予後に関わる因子を検討した。 

 
３． 研究の方法  
（１）研究対象者 
研究協力施設を受診し吃音と診断された 21 名を対象とした。なお RASS による改善率と
予後に関連する因子を求める際には、21 名のうち、初診時の社交不安障害検査でカットオ
フポイント以下の吃音者を除いた 18（男性 15 女性３）名を対象とした。  

（２）社交不安の評価方法 
  対象とした吃音者が研究協力施設を受診した際、初診時（RASS 実施前）に対象者本人に 
SADS への回答を求めた。本研究で用いた SADS は、①日常生活上の種々な状況における恐 
怖度 36点、②日常生活上の種々な状況における回避度 36 点、③不安の身体症状 40 点、④ 
日常生活支障度 30 点の４項目で構成されている。また SADS の総合得点は 142 点であり、 
カットオフポイントは 35点である。重症度の目安は、軽症 36点以上 44点以下、中等症 45 
点以上 74点以下、重症 75点以上 104 点以下、最重症 105 点以上となっている。  

（３）訓練方法 
  全ての対象者に RASS を実施した。  
（４）分析方法  
   ①社交不安の状態 
    社交不安障害の合併率を求めた。またカットオフポイント以下の吃音者を除いた 18（男  
性 15 女性３）名については、重症度分布を求めた。  
②RASS による社交不安の改善率 
 SADS の総合得点がカットオフポイント以下になった日を吃音者が伴う社交不安の問題  
の改善日とした。 
 対象者の研究協力施設での初診日から、SADS の総合得点がカットオフポイント以下に
なった日、SADS の総合得点がカットオフポイント以下にならなかった場合には観察終了
日までで SADS を最後に実施した日までの期間をその対象者の観察期間とした。 
 性別、初診時年齢、初診時の SADS 重症度について、それぞれを２分し、２つの群の間
での 改善率の差をログランク検定で検討した。 
 
 

４．研究成果 



  本研究では、軽症を含めると社交不安の合併率は 86%と非常に高い値を示した。このことか  
ら、吃音児者に対しては、発話面のみならず社交不安の問題についても評価することの必要性
が示唆された。なお重症度分布は、軽症５名（27.8%）、中等症８名（44.4%）、重症３名（16.7%）、
最重症２名（11.1%）であった。 
 また改善率を求めた結果などから、RASS は吃音者が伴う社交不安の問題に対する有効なア
プローチ法の１つとなり得ると考えられた。 
 ログランク検定の結果、有意差は認められなかった。しかしながら、今後対象者を増やすこ
とで初診時の重症度が予後に関連する因子と成り得ることが考えられた。 
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